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技術の概要

２．技術の内容

安全・防災　　維持管理　環境　　コスト　　ICT　　品質　　　（該当する分類に〇を付けてください）

　微生物による土壌・地下水の原位置浄化は、有害物質を分解・無害化する微生物や栄養剤等の
薬剤溶液を地下に注入して施工しています。当該微生物には、好気的、嫌気的あるいはどちらでも
生息可能な種があり、浄化対象となる地層・地下水環境により当該微生物が活性化しない浄化サ
イトもありました。このような浄化サイトでは、浄化を促進するために当該微生物の生息環境にあっ
た好気的あるいは嫌気的な地下水環境にコントロールする技術が必要でした。そこでマイクロ・ナノ
バブルを使って地下水環境をコントロールする一つの方法として、地上型マイクロ・ナノバブル発生
装置を利用するとともに、孔内超微細気泡発生装置を開発しました。

　マイクロ・ナノバブルは、数マイクロサイズ（最小0.001mm程度）あるいは数ナノサイズ（最小
0.000001mm程度）の微細な泡で、ガスの種類により空気マイクロ・ナノバブル、酸素マイクロ・ナノ
バブル、窒素マイクロ・ナノバブル及びオゾンマイクロ・ナノバブル等さまざまな種類の異なった性質
を持たせることができます。またマイクロバブルの異なる発生機構によって、微細な泡が膨張しミリ
バブル化するか、あるいは収縮しナノバブル化することがわかっています。とくに収縮するマイクロ
バブル水からナノバブル水が生成され、ナノバブルが１ヶ月以上水空に滞留することがレーザー照
射でわかりました。ナノバブルが１ヶ月以上水中に滞留するということは、消費されない限り、地下
水の流れに乗って砂粒子の間隙を数ｍ～十数ｍ移動するものと考えられます。このナノバブルの
物理化学的な性質を使って、地下水環境を浄化する機能を持った微生物の生息環境を経年的にコ
ントロールすることができ、浄化を促進できます。

１．技術開発の背景及び契機

技 術 概 要 書　（様式） ※別紙２

国の機関　 ０　件　（九州　　0件　、九州以外　0件　）　
自治体　　　０　件　（九州　　0件　、九州以外　0件　）　
民　 間　　　5　件　（九州　　1件　、九州以外　4件　）　

５．活用実績

３．技術の効果

・空気マイクロ・ナノバブルにより、地下水の溶存酸素濃度が上昇します。
・水槽の水に灯油（5,000mg/L）＋油分解微生物を入れ、水に空気ナノバブルをインターバルで発生
させたところ、溶存酸素は8.0mg/Lを維持し11日経過すると油分濃度は400mg/L以下まで低下しま
した。一方、ナノバブルを発生させない水槽の水は、18日経過後に溶存酸素が1.4mg/Lまで低下
し、油分濃度は2,100mg/Lまで低下したものの、以後は油分の低下はありませんでした。
・各種のガスを使用することにより、地下水環境を変えることもできます。

４．技術の適用範囲

･浄化に貢献する微生物の生息環境を維持する技術であることから、マイクロ・ナノバブルの単独で
の使用でなく、微生物製剤、微生物栄養剤及び分解剤等の併用によって、より浄化効果が上がりま
す。
・濁水等は、含有する粒子サイズにより、マイクロ・ナノバブル発生装置が目詰まりすることもありま
すので、吸引ずる水をろ過するフィルターが必要になることもあります。
・ポンプ内の水流の負圧で気体を吸引しますので、水深1.0ｍ以深でマイクロ・ナノバブルを発生さ
せるときには、発生装置に送り込む気体に水深に応じたガス圧をかける必要があります。



６．写真・図・表


